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びに祝賀会開催〃
より大きく､より健やかに～

灘
淵
渦
潮
親
潮
測
温
潤
潤
潤
渦
潮
潤
溺

平
成
一
一
年
卜
月
三
　
R
㈲
ホ
テ
ル

K
K
R
札
幌
五
階
丹
頂
の
間
に
お
い
て

札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
結
成
一
束
周

年
記
念
式
典
過
び
に
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
o

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
朝
を
迎
え

会
員
ご
家
族
と
来
賓
者
を
含
め
l
 
t
六

名
の
参
加
を
頂
き
1
第
l
部
式
典
が
予

定
ど
お
り
昼
`
`
l
時
よ
り
村
本
事
務
局

次
長
の
司
会
で
始
ま
り
開
会
宣
言
で
煮

開
け
致
し
ま
し
た
｡

引
き
続
き
黙
と
う
を
行
な
っ
た
後
､

鈴
木
会
長
の
　
｢
現
在
透
析
療
法
は
急
速

に
進
歩
し
私
た
ち
の
医
療
と
福
祉
は
､

当
時
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
-
ら
い

良
く
な
っ
て
来
ま
し
た
o
 
L
か
し
同
は

医
療
と
福
祉
の
後
退
や
弱
者
の
切
り
捨

て
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､

患
者
の
高
齢
化
や
長
期
透
析
に
よ
る
合

併
症
･
要
介
護
問
題
等
沢
山
の
問
題
が

出
て
来
て
い
ま
す
｡
私
た
ち
は
今
す
べ

て
の
透
析
患
者
さ
ん
に
腎
友
会
所
動
が

本
当
に
必
要
で
あ
る
卓
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
､
一
二
世
紀
に
向
か
っ
て
よ
り

強
-
､
よ
-
大
き
-
､
よ
り
健
や
か
に

会
員
の
皆
様
が
お
元
気
な
毎
口
を
送
れ

る
様
､
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
行
き
ま

●

し
ょ
う
｣
と
の
挨
拶
が
あ
り
､
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
来
賓
の
北
海
道
透
析
医
会
会

長
今
忠
人
什
先
生
'
札
幌
透
析
供
会
会
長

中
野
幸
雄
先
年
､
道
腎
協
会
長
岩
崎
薫

氏
よ
り
お
祝
い
の
お
1
1
1
n
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
｡

次
に
中
村
ひ
と
み
実
行
委
員
よ
り
祝

電
･
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
｢
　
つ
づ
い
て
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る

長
期
透
析
患
者
の
表
彰
式
に
人
-
二
五

年
以
上
の
表
彰
者
四
六
名
､
二
〇
年
以

上
二
五
年
未
満
一
〇
三
名
､
一
〇
年
以

上
一
五
年
未
満
二
〇
六
名
の
表
彰
者
の

う
ら
式
典
に
〓
席
さ
れ
た
表
彰
者
五
〇

名
に
､
会
長
よ
り
直
接
ス
テ
ー
ジ
で
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
∩

お
わ
-
に
二
丁
年
表
彰
者
の
山
川
信

代
(
中
野
医
院
)
よ
-
表
彰
者
代
表
と
し

て
の
ご
あ
い
さ
つ
が
有
り
｢
E
]
二
歳
か

ら
透
析
に
入
り
人
-
咋
七
〇
歳
を
迎
え
ま

し
た
｡
当
初
は
生
存
記
録
が
な
-
何
年

年
き
る
か
判
ら
な
い
と
い
う
誠
に
不
安

な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
今
こ
こ
に

二
五
年
表
彰
を
迎
え
ま
し
て
誠
に
有
-

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｣
と
の
お
話
に
､
今

日
最
新
の
技
術
を
利
榊
し
て
い
る
私
た

●

ち
は
､
よ
-
一
層
頑
張
っ
て
元
気
に
長

年
き
す
る
事
を
強
-
感
じ
ま
し
た
｡

第
二
部
祝
賀
会
に
入
り
室
蘭
地
方
腎

友
会
会
長
佐
藤
利
国
民
に
よ
る
乾
杯
の

音
頭
で
宴
へ
と
移
-
ま
し
た
o
　
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
常
U
恭
子
き
ん
率
い
る

一
行
(
六
名
)
　
に
よ
る
栴
后
流
江
戸
芸

｢
か
っ
ぽ
れ
｣
が
華
や
か
に
披
露
さ
れ

祝
賀
会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
頂
き

ま
し
た
‖
最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
､
皆
さ
ん
当
た
り
番
号
が
出
る
た

び
に
歓
声
が
上
が
り
沢
山
の
力
に
賞
品

が
当
た
り
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
｡

最
後
に
‥
H
本
副
会
長
よ
り
閉
会
の
あ

い
さ
つ
で
幕
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
｡
会
員
こ
｣
家
族
･
医
療
ス
タ

ン
7
皆
様
の
ご
理
解
､
ご
支
援
を
就
き

薬
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
c

T
S
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

五
月
よ
-
長
期
間
に
わ
た
-
唯
備
に

力
を
そ
そ
い
で
戴
い
た
実
行
委
員
と
役

員
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
‖

尚
､
来
賓
の
力
及
び
祝
電
･
メ
ノ
セ

ー
ジ
　
御
祝
儀
･
御
寄
附
を
次
の
通
り

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
｡
紙
上
を
も
っ
て

御
札
申
し
卜
げ
ま
す
｡

｢
報
告
　
柳
沼
実
行
委
員
長
)



～21世紀に向って､より強く､

式典であいさつをする鈴木啓三会長

●

来

　

　

.

｣

劃

｢

｣

北
海
道
透
析
医
会

会

　

　

長

　

　

今

　

　

忠

正

　

様

札
幌
透
析
医
会

会

　

　

長

　

　

中

野

　

幸

雄

　

様

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

会

　

　

長

　

　

岩

崎

　

　

薫

　

様

等
蘭
地
力
腎
友
会

会

　

　

長

　

　

佐

藤

　

利

囲

　

様

小
樽
･
後
志
地
方
腎
友
会

会

　

　

長

　

　

斉

藤

　

　

子

　

株

事

務

局

長

　

　

北

　

　

征

子

　

様

旭
川
地
力
腎
友
会

副

i

q

r

長

　

　

青

柳

　

正

1

　

様

祝
電
･
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
･
∨
札
幌
病
院
腎
移
植
林

部

　

　

艮

　

　

平

野

　

折

口

大

　

様

○
引
田
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議
会
様

U
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
様

U
旭
川
地
方
腎
友
会
様

〇
釧
路
地
方
腎
友
会
様

○
根
室
地
方
腎
友
会
様

○
苫
小
牧
腎
友
会
様

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
様

○
紋
別
地
方
腎
友
会
様

C
深
川
腎
友
全
様

○
留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会
枝

村
代
熊
9
(
･
'
桝
谷
肘

〇
北
海
道
透
析
医
会
様

〇
札
幌
透
析
医
会
様

o
中
野
医
院

院

　

　

長

　

　

中

野

　

幸

雄

　

棟

o
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
利

部

　

　

長

　

　

平

野

　

哲

夫

　

様

C
北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
様

○
岩
崎
　
　
薫
　
様

C
室
蘭
地
方
腎
友
会
様

｡
旭
川
地
方
腎
友
全
様

｡
小
樽
･
後
上
心
地
方
腎
友
会
様

り
北
　
　
征
子
　
様

C
中
利
　
正
子
　
様



1 0年表彰者





*
2
5
寮
費
彰
者

争
い
の
け
医
院

桜
場
厚
子
･
石
黒
富
了

8
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
井
弘
･
藤
E
E
隆
∵
J
P
粟
久
美
子

○
清
田
泌
尿
器
科

菅
野
消
一

〇
勤
医
協
中
央
病
院

横
地
啓
次
･
木
谷
憲
男

や
坂
泌
尿
器
科
病
院

文
相
光
則

争
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
啓
1
1
1
･
佐
藤
卓
･
石
川
み
ち
子

武
藤
基
･
高
橋
繁
･
加
藤
美
文

正
岡
1
什
曲
･
渡
辺
輝
子
∵
四
日
澄
子

福
島
美
奈
子
･
木
村
み
や
子

村
本
徳
雄
･
荒
山
三
良
･
十
字
修
作

○
札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク

白
川
広

砂
札
幌
北
倫
病
院

碩
‖
埜
[
E
天
子
･
須
藤
哲

○
佐
藤
医
院

種
田
道
男
-
野
原
隆
雄
･
阿
郡
安
栄

○
市
立
札
幌
病
院

渡
辺
と
L
r
　
坂
梨
寿
美
子

O
仁
権
会
病
院

阿
部
隆

●
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

人
西
政
弘
･
福
士
博
明

●
中
野
医
院

鎌
田
仰
郁
子
･
山
川
信
･
新
山
正
紘

小
山
保
順
･
福
原
真
理
子

加
藤
美
智
子

○
高
田
記
念
病
院

川
和
本
征
二

〇
南
一
条
病
院

木
田
重
信

●
渡
井
医
院

山
田
裕
別
･
新
津
由
美
了
･
橋
本
避

木
村
百
骨
子
以
上
4
6
名
(
敬
称
略
)

佐
藤
美
稚
了

●
清
田
泌
尿
器
科

木
村
仁
一

●
動
医
協
中
央
病
院

野
崎
武
･
橋
本
忠
男
･

〇
ク
リ
ニ
ッ
ク
欄
札
幌

小
川
東
E
:
(
.
.
二
l
`
浦
徹
･

市
川
征
治
･
武
山
誠
剛

日
比
芳
正
･
里
口
俊
光

小
林
正
之

稲
津
千
穂
美

･
武
山
俊
明

･
林
敦
実

争
石
川
泌
尿
器
科

田
口
慶
子
･
工
藤
敏
子

e
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

竹
久
進

●
い
の
け
医
院

猪
口
恵
子
･
島
田
雪
子
･
佐
藤
朱
美

●
兼
古
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

今
村
ま
ち
子

●
河
口
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
泉
歩
･
田
中
板
子
･
帯
名

●
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
海
一
夫
･
松
見
秀
出
∴
呂
本
好
和

●

○
光
量
泌
尿
器
科
医
院

津
田
靖
典
･
国
井
美
枝
子

堀
井
和
彦

○
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
坂
ソ
ワ
･
権
平
裕
一
一
･
金
丸
洋
子

薦
田
三
千
代
･
西
野
聡
子
･
嶋
良
子

前
田
正
博
･
竹
山
信
･
横
岸
沢
武
蕃

佐
藤
良
一
･
山
山
弘
丁
･
･
局
橋
雪
子

若
松
千
鶴
子

●
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
川
博
T
E

O
札
幌
乗
ク
リ
ニ
ッ
ク

菅
井
か
よ
子
･
守
実
久
美

坂
上
敏
弘

●
札
幌
北
檎
病
院

池
内
明
牌
二
戸
松
炭
紀
子

須
合
清
道
･
木
村
乃
園
･
,
氷
山
妙
子

七
ツ
役
普
代
千
･
校
浦
涼
子

楼
井
春
江

●
佐
藤
医
院

坪
井
博
子
･
佐
野
雄
慈

○
市
立
札
幌
病
院

硯
則
子

●

●
仁
愛
会
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

菊
池
定
男

●
新
札
幌
循
環
器
病
院

住
友
奈
美
子

●
仁
檎
全
病
院

猪
相
和
丁

●
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
沼
喜
彦
･
阿
部
栄
･
･
‥
同
橋
利
子

走
川
敬
7
･
黒
目
d
i
j
己
･
本
山
･
正
了

大
竹
香
･
白
坂
一
男
　
畠
山
和
紀

伊
藤
孝
了
･
佐
野
博
明

●
中
野
医
院

歌
川
昇
･
小
林
芳
子
･
小
山
恵
美
了

村
中
一
夫
･
伊
藤
冨
美
子

渡
辺
孝
夫
･
鈴
木
昭
吾
･
萩
原
巾
心
男

信
太
俊
一
･
船
木
尭

*
新
井
E
E
医
院

-
河
原
泰
男

○
南
一
兵
病
院

小
川
初
枝
･
貞
広
文
明

○
宮
の
森
記
念
病
院

中
村
美
津
恵

久
々
津
光
明

松
本
昭
彦

●
渡
井
医
院

宮
嶋
忠
晴
･

中
村
郁
雄
･

山
本
光
雄
･

大
和
美
恵
子

○
個
人
会
員

畠
山
次
郎
･

二
日
同
橋
美
恵
子

･
天
野
義
雄

中
-
;
史
江
･
野
山
同
吉

永
円
綾
子
･
岩
崎
薫

佐
藤
範
子
･
藤
原
勝
子

･
人
久
保
昭
子

石
井
裕
子

以
上
皿
名
｢
敬
称
略
)



*
柑
年
表
彰
者

●
石
狩
病
院

粕
谷
典
昭
･
大
内
愛
了

●
石
川
泌
尿
器
科

加
藤
希
良
･
笠
松
明
美

鈴
木
モ
ト
･
大
谷
道
広

川
付
利
孝
･
堀
善
孝
･

佐
藤
道
雄
二
向
橋
礼
子

遠
藤
兼
市
･
竹
田
秀
雄

･
丸
田
登

･
清
野
恵
子

･
書
円
徹

本
山
真
貴
子

･
横
山
節
子

･
塚
田
悦
子

●
柳
川
幸
子
･
柴
田
鉄
夫

○
ク
リ
ニ
ッ
ク
1
 
-
8
札
幌

前
田
聡
･
渡
辺
作
次
･

谷
⊥
一
泊

村
井
義
雄

●
稲
積
公
国
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
千
恵
子
･
種
村
き
よ
え

●
い
の
け
医
院

明
ヒ
司
･
堀
井
素
子
･
馬
場
一
栄
子

森
田
政
友
･
林
め
ぐ
み
･
竹
内
良

●
H
･
N
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

杉
士
∩
久
美
子
･
高
橋
光
子

●
H
･
N
メ
デ
ィ
ッ
ク

村
瀬
文
子
･
井
卜
利
子

長
嶺
伊
津
芙
･
水
杯
尚
子

や
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
札
幌
病
院

稲
帆
良
子

●
兼
吉
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

島
田
年
芙

○
清
田
泌
尿
器
科

桟
勇
･
及
川
市
雄
･
川
島
静
子

増
田
カ
ン
･
中
野
ヒ
サ
ノ

●
勤
医
協
中
央
病
院

伸
治
繁
･
柳
田
二
雄
･
上
原
子
和
也

赤
川
良
介
･
山
田
静
江
･
秋
吉
恵
子

高
橋
勇
･
山
根
昭
子
･
北
田
二
云
心
子

横
関
優
子

○
光
星
泌
尿
器
科
医
院

佐
藤
功

●
幌
南
病
院

山
岡
裕
子
･
中
岡
昭
夫
･

前
川
彩
子
･
米
山
憧

●
坂
泌
尿
器
科
病
院

池
田
シ
ズ
子

◎
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

久
原
幸
江
･
平
山
憲
子
･

小
林
孝
栄
ふ
石
田
哲
久
･

明
上
正
子
,
谷
口
,
I
,
サ
コ

渡
辺
千
枝
子
･
杉
山
宏
生

長
谷
部
和
雄
･
伊
藤
清
美

○
札
幌
厚
生
病
院

藤
田
新
一

米
川
美
香

高
野
時
行

貞
柳
悦
子

･
匿
名

○
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

前
田
豊
昌
･
触
山
勇
･
加
藤
馨

福
井
隆
義
･
小
山
利
伸
･
田
巾
瀧
男

○
札
幌
乗
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
橋
久
子
･
小
山
内
惣
之
進

西
宮
律
子
･
中
村
止
事

故
野
文
子
･
宮
腰
照
子

山
本
秀
人
･
山
村
恵
･

伊
藤
五
平
･
斉
藤
剛
舌

○
札
幌
北
棟
病
院

柄
井
幸
則
･
木
村
育
子

河
村
繭
行
･
木
村
征
子

坂
本
藤
七
･
松
浦
昭
･

三
木
紀
雄

･
鈴
木
康
に

牧
野
富
十
子

･
中
川
弘
子

･
藤
井
聖
子

高
見
志
保
子

●

近
藤
覚
･
新
見
サ
ヨ
子
･
城
戸
絹
枝

本
間
康
博
･
高
橋
信
男
　
谷
津
信
子

斉
藤
美
智
子
･
部
美
江
子

菊
池
二
l
智
子
･
野
宮
マ
サ
子

●
佐
藤
医
院

新
皆
ミ
ヨ
･
人
-
武
雄
･
積
I
;
ゆ
り
十

〇
三
樹
舎
病
院

城
分
キ
ヌ
･
鈴
木
碍
子
･
駒
野
洋
子

竹
村
猪
･
大
友
幸
子
　
佐
々
木
進
一

加
治
犀
咲
子
･
佐
々
木
賢
治

車
市
立
札
幌
病
院

吉
田
真
紀
了
･
藤
井
義
人
･
横
山
良
子

●
仁
愛
会
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

巾
別
順
`
･
天
馬
上
江
･
斉
藤
好
子

中
崎
美
津
子
　
榊
田
郁
子

坂
下
利
夫
∴
{
部
活
千
･
成
田
道
子

収
山
別
保

●
仁
檎
全
病
院

荒
井
和
了
･
井
上
京
枝
･
畠
勝
広

野
崎
洋
子
･
西
順
子
･
福
原
茂

大
黒
美
枝
･
望
月
悦
子
　
蒲
喜
久
雄

○
桑
園
中
央
病
院

移
判
祥
子
･
石
E
E
尾
彩
千

林
ヤ
エ
子
･
本
田
敏

●
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
本
健
一
･
清
水
`
止
∴
昌
川
龍
司

脇
田
繁
･
安
部
義
春
エ
ロ
同
橋
み
ゆ
き

石
崎
悦
子
･
菅
原
栄
美
了

○
手
稲
渓
仁
会
病
院

柿
崎
俸
⊥
ロ
田
修
了

●
て
い
ね
泌
尿
器
科

人
間
タ
エ
√

○
中
野
医
院

佐
々
木
登
美
夫
･
村
上
範
子

明
田
仁
･
斉
藤
泰
子
･
高
柳
芳
別

片
山
イ
ツ
･
壬
熊
正
利
･
梅
沢
秀
美

金
E
E
l
和
代

○
新
井
田
医
院

南
出
陽
雄
･
武
田
耕
作

人
-
井
好
子

○
は
ま
な
す
外
科
医
院

柿
間
賢
･
田
中
孝
幸

○
広
田
医
院

蘇
武
美
千
千

〇
芳
田
記
念
病
院

清
水
久
恵
･
新
野
寿
美
子

太
田
幸
枝

●
南
一
兵
病
院

種
村
加
都
･
池
田
豊
見
･

･
り
1
川
一
一
人
　
高
田
裕
子
･

吉
田
悦
子

長
谷
川
功

上
井
偉
誉

鰐
捌
孝
丁
･
大
石
好
子

早
坂
マ
ツ
了
二
一
`
上
留
美
子

●
宮
の
森
記
念
病
院

竹
内
睦
子
･

佐
藤
四
郎
･

●
恵
み
の
病
院
輪
島
康
博

立
岩
務

高
見
良
了

飯
坂
知
子

●
漉
井
医
院

鵜
川
思
三

斉
藤
公
二

鈴
木
恭
子

●
個
人
会
員

糾
･
J
I
斗
･

･
竹
内
知
了

･
近
藤
兵
江

･
人
波
洋
助

西
村
東
三

;
l
j
.
.
I
L

安
井
L
i
L
L
･

門
E
j
修
｢

(
敬
称
略
〕
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葦
縄
一
･
i
l
･
蛮

f
　
　
今
年
は
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
に
お
い

て
'
炊
事
遠
足
を
行
な
い
ま
し
た
^
J

七
月
二
二
日
柵
に
炊
事
遠
足
の
実
行

委
員
会
を
開
き
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
豚
汁
を
す
る
事
が
決

定
し
ま
し
た
o
食
料
､
箸
､
鍋
等
､
そ

の
他
必
要
物
u
E
の
大
ま
か
な
数
量
を
確

斗
〉
　
記
し
､
バ
ス
の
手
配
を
村
本
事
務
局
次

}
　
　
長
に
依
頼
し
ま
し
た
o

七
月
二
一
日
山
ま
で
に
ポ
ス
タ
ー
と

案
内
状
を
作
蚊
し
て
'
各
病
院
に
発
送

し
ま
し
た
o

J
人
絹
:
諦
鴇
絹
:
;
:

鍋
等
の
道
具
'
そ
の
他
ゲ
ー
ム
景
品

等
､
必
要
物
品
数
量
の
把
握
を
行
な

い
'
各
実
行
委
月
に
…
貝
い
出
し
の
割
り

掘
-
を
し
ま
し
た
｡

前
日
の
二
八
日
出
に
は
､
買
い
出
し

物
品
､
注
文
物
T
=
E
､
鍋
等
を
事
務
所
に

集
め
て
､
材
料
等
を
　
斑
に
　
二
人
と

し
て
六
班
に
分
け
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
梱

包
し
各
々
の
車
に
分
散
し
て
載
せ
ま
し

た
^
J

八
月
二
九
日
凧
は
先
発
牌
が
午
前
八

時
ま
で
に
滝
野
す
ず
ら
ん
公
国
に
集
合

し
ま
し
た
｡
ト
イ
レ
に
行
く
と
管
理
人
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に
断
っ
て
　
｢
場
所
取
り
｣
　
に
走
り
参
加

者
皆
さ
ん
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
o

到
着
後
は
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
､
食
料
の
切
り
込
み
'
か
ま
ど
作
り

な
ど
､
参
加
者
各
人
の
得
意
と
す
る
分

野
で
各
々
'
活
躍
し
て
-
れ
ま
し
た
C

自
分
達
で
汗
を
か
い
て
作
っ
た
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
と
豚
日
は
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
｡

食
後
の
後
片
付
け
を
し
て
､
各
班
対

抗
の
.
お
玉
リ
レ
ー
｣
と
｢
色
水
ゲ
ー

ム
｣
を
行
な
い
総
合
点
で
順
位
を
決
定

し
ま
し
た
ノ
各
班
入
賞
を
目
指
し
て
人

ハ
ノ
ズ
ル
し
て
い
ま
し
た
｡

終
わ
り
の
挨
拶
を
桁
な
い
､
そ
の
後

持
っ
て
き
た
道
具
等
を
駐
車
場
に
運

び
､
各
々
の
車
に
分
散
し
て
載
せ
､
午

後
三
時
ご
ろ
ま
で
参
加
者
は
公
園
内
を

散
策
し
､
帰
途
に
着
き
ま
し
た
｡

今
回
の
炊
事
遠
足
の
唯
一
の
反
省

は
､
各
班
に
あ
ら
か
じ
め
肉
を
配
布
し

て
い
な
か
っ
た
事
で
す
o
　
そ
の
た
め
一
`

重
に
持
っ
て
祈
っ
た
班
が
あ
-
､
多
少

混
乱
し
ま
し
た
｡
来
年
か
ら
は
､
こ
の

よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
田
a

い
ま
す
｡
冊
さ
ん
も
､
楽
し
い
炊
事
遠

足
に
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
-

お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

(
報
告
　
梅
山
　
明
　
副
実
行
委
員
長
)



議　FLP.場　　日

席
長　者　所　　時

鈴木　啓三　金丸　洋子　佐藤　　功

柳沼　正一　梅EE　　明　石井　典子

伊藤　文夫　棚田　英明　宮本　好和

鈴木　友幸　岩舘　二男　藤原　勝子

LiJEB　悦子　永EB　和之　正岡　正由

堀井　和彦　川村　隆志　小間　由香

三沢　祥子一棚EI]まゆみ　高橋　幸等子

沢田　英子一中村寿美雄　中村ひとみ

雨宮　英子一木村　イニー　遠藤　兼而

西田富美子　我妻　昭一　萱木　芳三

鈴木　英二　前田　書経　外崎　　豊

新井　静子　畑山　正子　井上　幸子

竹越　良子　滞内　繁雑　(順不同)

胤　･7)  (6日5: :4H3日2) (1つ

平
成
1
　
1
年
一
〇
月
三
日
吋

下
前
l
 
O
時
～
午
後

北
区
民
セ
ン
タ
ー

三
七
名
(
委
任
状
二
〇
名
)

伊
藤
　
丈
夫
(
南
一
条
病
院
)

報
　
告
　
事
　
W
.
∴

春

の

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
9

難
病
連
全
道
集
会

炊
事
遠
足

機
関
祇
｢
t
l
き
る
仲
間
｣
に
つ
い
て

要
介
護
透
析
患
者
の
通
院
に
関
す

る
市
役
所
へ
の
要
望
に
つ
い
て

｢
臓
器
移
植
法
｣
改
正
を
求
め
る

署
名
運
動
に
つ
い
て

花
火
販
売
　
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
利
用

券
販
売
に
つ
い
て

以
上
に
つ
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ

れ
ま
し
た
｡

価
-
1
 
c
A
P
D
患
者
の
調
査
報
告

に
つ
い
て

道
腎
協
に
C
A
P
D
患
者
さ
ん
よ

り
C
A
P
n
の
情
報
や
講
演
会
･
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
は
し
い
と
の

要
望
で
､
各
地
の
c
A
P
D
患
者
数

を
調
べ
る
事
と
な
っ
た
｡

価
I
2
　
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
の
調

査
報
告
に
つ
い
て

各
地
方
腎
友
会
で
の
募
金
箱
の
設

置
状
況
(
個
数
)
　
を
調
香
し
､
今
後

活
動
方
針
を
検
討
す
る
事
に
な
っ

た
｡

㈲
　
そ
の
他

秋
田
県
で
青
年
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
~
】

●

･JrJQN./

中
村
氏
(
H
･
N
メ
デ
ィ
ソ
ク
)

C
要
介
護
透
析
患
者
の
通
院
に
関
す

る
報
告
に
つ
い
て
報
告
事
項
全
体

に
≡
∪
え
る
と
思
い
ま
す
が
､
口
頭

の
説
明
で
は
分
か
り
に
-
い
の
で

書
面
で
資
料
を
添
付
し
､
説
明
し

て
頂
け
れ
ば
分
か
り
易
い
と
思
い

ま
す
｡
又
､
c
A
P
D
患
者
と
臓

器
移
植
基
金
募
金
箱
の
調
査
結
果

は
関
連
が
な
い
の
で
別
々
に
報
告

し
て
頂
き
た
い
｡

.I -GEL,

○
市
役
所
(
介
護
押
当
)
　
と
の
由
会

内
谷
を
詳
し
-
幹
事
会
報
告
書
に

付
け
加
え
ま
す
｡
又
'
朝
出
∩
事
項

●

の
賓
科
や
調
宜
結
果
等
に
つ
い
て

は
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
｡

〔
刺
身
宵
鳳
J

什
　
腎
臓
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
つ
い
て
(
川
村
実
行
委
員
長
)

一
〇
月
`
九
日
㈹
第
一
回
臓
器
移

棉
推
進
全
国
大
会
に
合
わ
せ
腎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
事
に
な
-
ま

し
た
｡
午
前
に
大
通
り
西
｡
丁
四
丁
目

で
臓
器
提
供
意
臥
表
ホ
カ
ー
ト
を
配

布
し
､
午
後
に
は
大
会
へ
式
典
)
と
ピ

ア
ノ
リ
サ
ィ
タ
ル
が
実
施
さ
れ
ま

す
｡
平
日
で
す
が
是
非
多
-
の
方
に
参

加
を
お
暇
い
放
し
ま
す
'
^

燃
　
結
成
二
五
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
　
(
柳
沼
実
行
委
員
長
)

一
〇
月
二
一
日
凧
丁
後
`
二
時
1

E
時
二
〇
分
ホ
テ
ル
K
K
R
札
幌

で
予
定
ど
お
-
式
典
並
び
に
祝
賀
会

を
行
い
ま
す
U
　
メ
イ
ン
の
長
期
透
析

者
(
1
　
五
年
以
上
凶
六
名
　
二
〇
年

以
上
1
二
五
年
未
満
一
〇
二
名
二

〇
年
以
｢
-
l
五
年
未
満
　
l
C
)
六

名
)
　
の
表
彰
式
が
あ
-
､
五
1
六
名

の
来
賓
者
を
迎
え
式
典
が
行
わ
れ
ま

す
｡
つ
づ
い
て
の
祝
賀
会
で
は
梅
后



質問･意見も.活発に･

熱心に討議する参加者

流
江
戸
芸
｢
か
っ
ぽ
れ
｣
と
お
楽
し

み
抽
選
会
も
盛
大
に
行
な
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
っ
尚
､
一
〇
月
中
旬

頓
各
施
設
に
結
成
二
五
倒
年
記
念
品

が
送
ら
れ
ま
す
｡
幹
事
さ
ん
は
会
員

全
員
に
お
渡
し
下
さ
い
｡
又
､
記
念

式
典
終
了
後
一
`
1
三
週
間
以
内
に
表

彰
者
の
表
彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
お
渡
し
下
さ
い
｡

㈲
　
国
会
請
願
署
名
鼻
金
運
動
に
つ
い

て
　
(
鈴
木
会
長
｣

例
午
行
わ
れ
て
い
る
国
会
請
願
署

名
募
金
運
動
で
す
が
､
我
々
の
根
幹

と
な
る
重
要
な
署
名
連
動
で
す
の

で
'
各
施
設
の
幹
事
さ
ん
は
患
者
(
会

員
･
非
会
員
)
･
ス
タ
ッ
フ
･
家
族

●
等
に
協
力
を
お
願
い
し
て
下
さ
い
o

尚
､
著
名
の
運
動
の
取
り
酬
み
や
請

願
事
項
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
し

ま
し
た
｡

耕
　
正
月
飾
り
販
売
に
つ
い
て
L
柳
沼

事
務
局
長
)

一
月
上
旬
難
病
連
協
力
事
業
と

し
て
販
売
致
し
ま
す
｡
各
施
設
の
幹

事
さ
ん
が
ま
と
め
て
'
直
襟
難
病
連

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
｡

胤
　
幹
事
新
年
会
に
つ
い
て

新
年
を
迎
え
一
致
結
束
新
た
な
気

持
ち
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
､
と
の
意

味
を
込
め
て
自
己
負
押
(
五
､
0
0

0
円
程
)
　
で
食
事
会
を
行
な
い
ま

す
｡
こ
こ
凶
年
程
は
ホ
テ
ル
札
幌
会

館
で
行
っ
て
い
ま
す
が
､
皆
さ
ん
の

ご
意
比
を
お
願
い
致
し
ま
す
｡

㈲
　
要
介
護
透
析
患
者
の
通
院
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
　
(
鈴
木
会
長
)

来
年
凶
月
よ
り
介
護
保
険
が
実
施

さ
れ
ま
す
｡
又
､
今
年
一
〇
月
よ
り

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
｡
こ
の

介
護
保
険
は
寝
た
き
り
ヤ
食
事
･
排

便
等
に
介
護
が
必
薯
な
ほ
ど
､
重
度

で
な
い
と
適
用
　
(
要
介
護
認
定
)
　
に

な
り
ま
せ
ん
o
そ
こ
で
私
達
は
要
介

護
透
析
患
者
の
通
院
に
関
す
る
要
望

書
を
市
長
宛
に
提
出
す
る
事
に
な
り

●

ま
し
た
｡
要
望
の
内
容
は
別
紙
添
付

の
と
お
り
で
す
が
､
今
後
実
態
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
話
し
合
い
や
要
請
等
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
｡
皆
さ
ん
の
協
力

を
宜
し
-
お
願
い
致
し
ま
す
｡

冊
　
そ
の
他

全
腎
協
発
行
の
役
員
･
事
務
局
担

当
者
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ノ
ク
を
配

布
し
ま
し
た
｡

･
i
J
属
-

我
妻
氏
　
(
l
R
札
幌
鉄
道
病
院
)

0
腎
臓
病
患
者
で
も
臓
器
提
供
者
に

な
れ
る
か
〔
ゝ

○
同
会
署
名
は
氏
名
及
び
住
所
の
み

で
､
印
鑑
叉
は
サ
イ
ン
は
最
近
の

状
況
で
は
簡
略
化
し
て
い
い
の
で

は
な
い
か
し

永
田
氏
　
(
佐
藤
医
院
)

C
来
年
度
よ
り
本
人
が
署
名
し
て
頂

-
様
l
点
加
え
て
も
ら
い
た
い
C

三
沢
さ
ん
　
(
い
の
け
医
院
)

C
こ
こ
数
年
同
じ
ホ
テ
ル
で
恒
例
の

カ
ラ
オ
ケ
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
'
以
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行
っ

た
時
は
雰
同
気
と
食
事
が
と
て
も

良
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
U

食
事
を
車
体
に
場
所
を
選
ん
で

頂
け
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す⊂

､
.
1
億
局
㌧

○
透
析
患
者
で
も
腎
臓
以
外
で
あ
れ

ば
臓
器
提
供
者
に
成
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
｡

○
同
会
請
願
著
名
で
は
印
鑑
又
は
サ

イ
ン
が
必
婁
な
い
の
で
は
､
と
の

声
も
仝
腎
脇
に
も
出
て
い
ま
し
た

が
､
現
在
の
と
こ
ろ
対
外
的
に
も

印
鑑
･
サ
イ
ン
が
無
い
と
無
効
に

成
り
ま
す
っ

署
名
を
お
願
い
す
る
場
合
は
'

記
入
漏
れ
の
無
い
牒
お
願
い
し
て

下
さ
い
｡

○
幹
事
新
年
会
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん

の
意
見
を
人
事
に
し
て
検
討
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
｡



道の担当者からも労らいの吉葉が報i互横関からの取材を受けて
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兼
l
回
臓
器
移
植
推
進
全
国
大
会

一
〇
月
一
九
日
㈹
北
海
道
腎
臓
病
患

者
連
絡
協
議
会
と
札
幌
腎
臓
病
患
者
友

の
会
合
同
の
第
一
九
回
腎
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
臓
器
移
植
普
及

推
進
月
間
の
中
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ

る
r
第
1
回
臓
器
移
植
推
進
仝
E
i
]
大

会
』
札
幌
開
催
に
合
わ
せ
て
大
通
西
1
1
1

丁
目
で
､
患
者
'
家
族
､
医
師
､
看
護
婦
'

札
幌
ス
ノ
ー
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
'
エ

ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
､
腎
移
植
者

の
会
､
腎
バ
ン
ク
､
難
病
連
､
惇
生
省
､

道
'
市
､
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
等
八
六
名
の

参
加
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
気
温
l
 
T
=
℃
と
や
や
低
め
で

し
た
が
心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
下
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
C
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
加
者
が
多
か
っ
た
た
め
か
用

意
し
た
一
〇
〇
〇
佃
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
'
意
志
表
示
カ
ー
ド
は
約
四
〇

分
程
で
配
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
∩
ゝ
そ
し
て
午
後
か
ら
は
､
札
幌
コ
ン

サ
ー
-
ホ
ー
ル
　
｢
キ
タ
ラ
｣
　
に
お
い
て

『
第
一
回
臓
器
移
柿
推
進
全
国
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

会
場
に
は
一
八
〇
〇
人
を
超
え
る
来

場
者
で
盛
-
卜
が
り
惇
隼
人
戸
感
謝
状

贈
∪
工
､
心
臓
移
植
者
に
よ
る
体
験
発
表

と
進
め
ら
れ
､
最
後
に
遠
藤
郁
了
さ
ん

に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

い
カ
｢
嬉
し
の
音
色
と
ー
-
ク
｣
　
に
観
客
は

感
動
し
て
い
ま
し
た
｡

本
年
二
月
に
凶
内
初
の
脳
死
者
か
ら

の
提
供
に
よ
る
臓
器
移
植
が
行
な
わ
れ

て
以
来
､
国
民
の
中
に
臓
器
提
供
へ
の

関
心
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
中
で
孜
々
の
運
動
が
ひ

と
り
で
も
多
-
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
戴
-
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
も
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
-
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
｡

(
報
告
　
川
村
隆
志
　
実
行
委
員
長
)

●.



子供に人気の風舶も kltaraでの全店l大会
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松　伊　新

浦　藤　井

涼　裕　静

子　千　千

名　金　芝　福　八

越　木　M　井　田

妃　重　俊　信

茂　降　好　彦　之

菅前　山　松
憤　田　崎　井

!Ll.L Hl'i

賓　男　ー　務

舵
壁

粁　雅　寿　要　裕　　　　昭

戸J　則　光　一　司　最　毅　夫

佐
々

木
雅　幹　　　　征　良　俊　隆

幸　夫　優拓　夫　二　枚-

国会請扉の署名もしていただいた

幸　弘　啓

.1. .てti T

14

満員の現客でうまるkltara大ホール

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

C
市
立
札
幌
病
院

平
野
　
哲
人
　
佐
藤
　
真
澄

○
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

C
稲
積
公
国
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

沢
田
　
英
子

C
,
い
の
け
医
院

一
一
■
沢
　
祥
子

○
う
え
と
医
院

柳
沼
　
正
一

｡
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

梅
田
　
　
明
　
町
田
　
義
一

前
田
　
エ
ミ
　
佐
藤
　
孝
子

1
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

A
:
E
本
　
好
和
　
笠
原
　
撞
了

r
J
清
田
泌
尿
器
科

木
村
　
仁
一

日
勤
医
協
中
央
病
院

中
村
　
喜
公
　
西
田
富
美
子

柳
山
　
幸
子
　
北
田
美
枝
子

〇
光
星
泌
尿
器
科
医
院

石

井

　

典

子

　

佐

藤

　

　

功

C
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

C
札
幌
北
橘
病
院

青
山
美
津
子

畠
山
　
正
子

高
見
ト
キ
子

エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〇
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

二
上
　
照
美
　
棚
田
ま
ゆ
み

C
手
稲
渓
仁
会
病
院

棚
田
　
英
明

o
中
野
医
院

福
原
真
理
子
　
新
山
　
正
絃

｣
南
一
条
病
院

三
上
照
美
丁
　
岩
舘
　
二
男

伊
藤
　
文
夫

J
宮
の
森
記
念
病
院

川
村
　
陸
上
心

○
波
井
医
院

q
t
 
H

戸
沢
勝
田
斉
藤
杉
本
倭安
原

山
本
木
村

二
浦
杉
本
朝
妻
楕
円
新
田

村

本

　

徳

雄

　

鈴

木

正
岡
　
正
由
　
牧
野

金
丸
　
洋
子
　
久
原

∩
)
札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
々
木
美
智
了

山
田
　
悦
子

田
辺
　
喜
子

鈴
木
　
恭
子

○
自
衛
隊
病
院

苗
木
　
芳
三

o
仁
禰
会
病
院

%
内
　
#
#

●

藤
環
　
勝
子

佐
藤
　
範
子

○
北
海
道
腎
臓
パ
ン
ク

横
山
寿
美
子
　
宮
崎
　
正
明

〇
腎
移
植
者
の
会

小
田
　
憲
司
　
小
林
　
弘
子

｡
札
幌
市

林
　
小
白
合
　
加
藤
　
誠
也

へ
し
道
庁

合
田
　
英
人
　
末
津
　
秀
樹

○
漢
和
会
江
別
病
院

椿
分
百
合
江
　
佐
々
木
洋
志

佐
々
木
順
了
　
佐
々
木
美
帆

佐
々
木
芙
美

●



｢臓器の移植に関する｣法律
改正請願署名結果報告

施　　　設　　　名

い　　の　　け　　医　　院

う　　え　　と　　医　　院

H N　メディック北広島

N T T東日本ヰL幌病院

兼吉循環器クリニ　ック

JPI口I^J朴クリ　こ　ノク

北≡条泌拭器科クリニック

清　田　泌　尿　器　科

勤　医　協　中　央　病　院

芸術　の　森泌尿　器　科

北　岸　L必　尿　器　科　医　院

幌　　　南　　　柄　　　院

柄

幌　北

南

藤　　　医

村　　会　　病

H　札　幌　鉄　道　柄

自　衛　隊　札　幌　病

rh　立　札　幌　柄

仁愛会外科クリこ

仁

◎皆様の御協力ありがとうございました

花火販売続果報告
(7T7成11年度･

施設名 劔儉ﾉHIHH�8ｧ｢�還フT;金 

石狩病院 劔���ﾃ�c��2,350 

積公園駅前クl)ニック 劔8,500 �"�05() 550 750 400 550 

N.メディック北広島≡2,5()0 劔 

TT東日本札幌病院 劔7,300 ���

兼吉1j 刳ﾂ器クリニック �9,900 �"�

北三条 劔TｹD��ﾈ葈怦4�8ｨ6ｨ6(4���"ﾃ��R� 

芸術 劍,ﾉ�丑YD�ｮﾒ� 迭ﾃ����1 津#���

札幌 剪� �3"ﾃS���/ 津�Rｒ�

札幌北愉病 劔 �#"ﾃ3�ｒ�5,050 6,750 7,750 4,550 

+I ����セ ���#津3���

ていね泌尿器科. 劔�32ﾃ��ｒ�

田島クリニック 劔��津����

中野医院 劔澱ﾃ$7R��1 �3S��S���#���

はまなす外科医院 劔�#2ﾃ#���5 ∴ 

南一条病院 劔迭ﾃs���

△計 劔�#�づ3�2�5O,150 

ビアガーデン利用券販売結果報告
:平淡11年度)

施設名 剩ﾌ売売上額 亊&ｩe8ｾ��S���

うえと医院 �5,ロoo 

北三条泌尿器科ク �6ｨ6(4��10,000 20,000 亦蔬��

勤医協中央 儼�����"ﾃ����

光量泌尿器孝 坪�8���40,000 釘ﾃ����

札幌北クリニック �1秒1,000 ��づBｒｒ�

札幌北棟病院 �31,O(X) �2ﾆﾆ��

三樹会病院 �10,000 ��ﾃ����

仁樹会病院 �5(〕,0005,000 

渡升医院 �20,000 �"ﾃ����

合計 �370.000 �3rﾃ����
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札

札

　

札

　

倖

一

一

-

病

病

検

討4日

E
E
　
手
　
て
　
中
　
新
　
仏
蔑
南
　
宮
普
　
渡

病

ノ

柄

器

　

医

　

病

病

柄

病

二

会

尿

医

　

医

念

　

念

　

医

余

　

り

　

仁

　

蛇

　

　

田

　

　

　

　

条

　

記

　

野

コ
｣

ク

渓

ね

野

　

　

田

一

一

■

｡

　

森

　

井

倫

島

揃

い

　

井

　

E

E

　

の

み

ク

　

院

ク

院

院

院

院

院

院

院

　

ク

　

院

　

ク

院

科

院

院

院

院

院

院

院

院



昭
和
五
八
年
七
月
上
旬
'
満
五
〇
歳

の
時
'
急
性
腎
不
全
で
緊
急
入
院
し
た

時
か
ら
私
の
腎
臓
病
と
の
問
い
が
始
ま

り
ま
し
た
｡
入
院
時
､
妻
に
は
光
年
か

ら
｢
命
の
保
障
は
出
来
な
い
が
､
や
れ

る
だ
け
の
専
は
や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
｣

と
告
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
後
で
知
っ

た
の
で
す
が
､
先
生
は
じ
め
看
護
婦
さ

ん
の
献
身
的
な
看
護
治
療
に
よ
り
､
腎

臓
機
能
が
j
i
I
復
し
入
院
二
ケ
月
'
白
宅

療
養
一
ケ
月
で
そ
の
年
の
一
〇
月
職
場

に
復
帰
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

そ
の
後
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
し

た
が
､
自
己
管
坪
の
欠
如
が
元
で
'
回

復
し
た
筈
の
腎
臓
機
能
も
徐
々
に
低
下

し
始
め
継
続
的
な
通
院
治
療
及
び
検
査

入
院
を
受
け
る
よ
う
な
状
況
が
続
い
て

お
-
ま
し
た
C

時
が
流
れ
平
成
有
年
九
月
定
年
迎
職

を
迎
え
ま
し
た
｡
在
職
中
の
繁
忙
な
日

々
の
巾
に
あ
っ
て
'
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が

安
定
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
､
定
年
退

職
後
､
体
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
状

態
の
中
で
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
上
昇
し

続
け
る
矛
盾
に
驚
き
を
隠
し
得
ま
せ
ん

で
し
た
｡
人
間
と
い
う
動
物
は
常
に
心

身
共
に
適
度
な
緊
張
感
を
持
つ
こ
と
が

生
き
て
ゆ
-
上
で
必
要
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
次
第
で
す
C

平
成
七
年
初
め
頃
か
ら
　
｢
そ
ろ
そ
ろ

人
工
透
析
へ
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
_

と
い
う
先
生
か
ら
の
診
断
か
ら
逃
れ
る

為
､
同
年
四
月
か
ら
通
院
せ
ず
､
別
途

腎
臓
機
能
の
回
復
に
努
力
し
た
の
で
す

が
結
果
的
に
は
何
の
効
果
も
得
ら
れ
ず

平
成
八
年
一
月
八
日
緊
急
入
院
と
な
り

即
人
⊥
透
析
に
入
り
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
｡
入
院
時
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の

数
値
は
1
　
1
.
1
で
し
た
｡
今
思
え
ば

こ
ん
な
に
悪
-
な
る
前
に
透
析
に
入
っ

て
い
れ
ば
と
後
悔
先
に
立
た
ず
を
痛
感

し
た
も
の
で
し
た
リ

昭
利
五
八
年
の
緊
急
入
院
か
ら
今
日

●

ま
で
'
看
護
治
療
に
当
た
っ
て
F
き
っ

た
病
院
の
先
生
､
看
護
婦
さ
ん
を
は
じ

め
私
を
取
り
巻
-
多
-
の
人
達
に
支
え

ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し
､
｢
人
は
牛

き
て
い
る
の
で
は
な
く
生
か
さ
れ
て
い

る
｣
と
い
う
規
実
を
見
据
え
皆
様
の
ご

性
に
少
し
で
も
報
い
る
べ
く
意
義
あ
る

人
牛
を
送
り
た
い
も
の
ヒ
考
え
て
お
り

ま
す
D
｢
体
は
病
気
で
も
､
心
ま
で
病

気
に
な
る
こ
と
は
無
い
｣
と
い
う
言
葉

を
肝
に
銘
じ
､
明
る
く
前
向
き
な
人
生

を
送
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
っ

今
後
共
宜
し
-
ご
指
導
下
さ
る
よ
う

お
節
い
L
ま
す
o

軽
度
の
も
の
か
ら
重
度
ま
で
､
治
る

も
の
か
ら
容
易
に
折
ら
ぬ
も
の
と
'
透

析
年
数
に
係
わ
ら
ず
多
-
の
合
併
症
が

あ
る
中
ー
私
は
困
難
な
ア
ミ
ロ
イ
ド
症

で
す
｡一
五
年
U
ょ
り
手
根
管
､
陛
鞘
炎
と

現
在
一
一
四
年
目
に
し
て
掌
､
手
首
､
手

の
甲
余
す
処
な
く
メ
ス
が
は
い
っ
て
い

ま
す
り
更
に
`
九
作
目
に
は
｢
破
壊
性

脊
髄
炎
｣
と
な
り
｢
人
生
も
う
歩
け
な

●

い
の
?
｣
等
'
`
小
安
と
悲
し
み
で
心
身

共
に
腰
が
抜
け
ま
し
た
｡
し
か
し
立
派

な
手
術
で
術
後
三
週
目
に
は
歩
け
る
事

を
確
信
､
急
に
不
安
か
ら
解
放
さ
れ
喜

々
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
二
カ
月
で

退
院
し
ま
し
た
o

そ
の
時
の
先
生
の
　
｢
金
属
の
両
端
が

壊
れ
易
い
の
で
す
が
､
ま
､
神
様
は
そ

う
そ
う
同
じ
人
ば
か
-
い
じ
め
な
い
で

し
ょ
う
｣
と
い
う
一
一
一
口
葉
に
励
ま
さ
れ
ま

し
た
っそ
れ
な
の
に
二
年
程
で
頚
椎
が
壊
れ

ま
し
た
e
腰
ー
l
親
､
何
れ
も
壊
れ
る
の

で
す
か
ら
ま
ず
歩
行
困
難
C
ま
し
て
頚

で
は
腕
の
脱
力
で
何
も
持
て
ず
何
も
で

き
ま
せ
ん
｡
恐
さ
で
`
応
口
先
で
は
手

術
を
拒
否
す
れ
ど
も
無
駄
で
す
｡
治
療



介護保険制度について

札幌市役所と面談する

法
は
手
術
の
み
で
す
｡

偶
妖
ハ
､
私
を
知
-
I
,
-
し
た
モ
治
供

に
恵
ま
れ
､
苦
し
い
中
に
も
心
が
随
分

和
ら
ぎ
ま
し
た
｡
無
念
な
が
ら
も
ペ
ソ

ド
上
の
患
者
と
な
-
､
多
勢
の
先
生
と

看
護
婦
さ
ん
に
守
ら
れ
､
最
新
式
の
｢
大

手
術
｣
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
手

術
も
見
事
成
功
し
二
カ
月
で
退
院
で
き

ま
し
た
｡
と
こ
ろ
が
脊
椎
組
織
総
て
が

ア
ミ
ロ
イ
ド
に
冒
さ
れ
術
後
の
装
具
が

一
年
も
外
せ
ま
せ
ん
｡
そ
の
上
､
術
後

六
ケ
月
目
に
は
霧
の
中
心
部
に
ず
れ
が

生
じ
､
こ
の
時
再
手
術
が
必
要
な
事
を

予
感
じ
術
前
の
説
明
で
最
大
限
に
危
険

で
あ
る
卓
を
知
っ
て
い
た
の
で
､
も
う

｢
人
間
最
期
｣
と
監
い
､
シ
ヒ
レ
､
ブ

ラ
ツ
キ
を
伴
い
つ
つ
も
､
紅
葉
の
奥
入

梅
十
和
田
､
冬
の
定
山
渓
､
春
の
島
根
､

又
､
車
で
稚
内
サ
ロ
ペ
ソ
､
今
金
､
瀬

棚
と
遊
び
米
け
ま
し
た
｡

親
切
で
思
い
や
り
多
き
仲
間
が
､
私

に
手
術
を
忘
れ
さ
せ
よ
う
と
次
々
に
忙

し
い
程
に
計
帆
を
上
り
.
て
勇
気
づ
け
て
く

れ
ま
し
た
.
し
か
し
､
一
年
半
も
す
る

頃
に
は
J
ず
れ
が
l
巧
も
進
行
､
外
来

受
診
で
写
真
を
見
る
度
絶
望
的
に
な

り
､
生
活
を
し
な
が
ら
も
ス
ト
レ
ス
l

杯
の
日
々
で
し
た
o
耐
え
る
の
も
程

々
､
今
年
二
月
悲
判
な
決
意
で
再
手
術

を
お
願
い
し
ま
し
た
｡

●
二
月
一
〇
日
前
E
]
の
同
じ
手
術
法
､

ス
タ
ッ
フ
で
手
術
が
進
め
ら
れ
､
九
時

間
程
で
し
っ
か
り
意
識
が
回
復
で
き
ま

し
た
o
困
難
な
手
術
を
成
功
に
繋
げ
る

た
め
､
術
後
の
体
力
保
持
に
最
大
の
供

癌
が
施
さ
れ
る
中
､
残
念
な
が
ら
写
真

判
定
に
よ
り
二
月
一
四
日
三
度
日
の
手

術
が
必
要
で
し
た
L
l
　
こ
の
時
は
へ
ノ
ド

上
で
す
し
術
後
の
体
を
維
持
す
る
の
か

精
　
杯
で
､
恐
怖
を
覚
え
る
余
裕
す
ら

杏
-
歩
け
る
卓
を
望
み
な
が
ら
時
が
過

ぎ
ま
し
た
　
私
の
頚
は
前
後
両
面
を
　
f

度
も
閃
か
れ
ー
一
類
椎
二
番
か
ら
胸
椎
上

郡
迄
し
っ
か
-
と
金
と
自
分
の
骨
で
固

定
さ
れ
､
現
在
に
生
っ
て
い
ま
す
が
手

術
は
大
成
功
o
外
来
受
診
で
も
､
先
年

は
｢
O
K
､
O
K
｣
と
喜
び
一
杯
で
す
｡

私
も
当
然
ホ
ッ
と
し
ま
す
っ
実
に
患
帯

は
無
力
で
す
が
'
お
医
者
様
と
看
護
婦

樵
の
･
向
度
医
療
を
頂
き
､
見
事
復
活
で

き
ま
し
た
｡
私
は
｢
腎
移
植
｣
　
の
道
を

選
ん
で
い
ま
せ
ん
の
で
こ
の
様
に
悪
-

な
る
度
'
整
形
の
先
生
の
指
導
を
頂
き

ま
す
.
J
日
頃
精
T
杯
の
透
析
生
活
で
体

力
を
鐘
-
保
持
､
い
か
な
る
治
療
に
も

立
ち
向
か
え
る
様
努
め
た
い
も
の
で

す
o
我
々
と
健
常
者
の
差
が
な
く
院
癖

が
行
わ
れ
る
時
代
に
恵
ま
れ
大
変
幸
せ

で
す
｡

二
九
九
九
･
九
二
六
記
)

平
成
二
年
七
月
　
H
叫
に
'
平
成

十
一
J
f
･
四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
､

介
護
保
険
制
壕
に
お
け
る
要
介
護
透
析

患
者
の
通
院
の
為
の
｢
移
送
｣
に
つ
い

て
､
札
幌
市
役
所
保
健
福
祉
星
局
齢
福

祉
部
･
介
護
計
画
担
当
と
鈴
木
会
長
･

柳
治
事
務
局
長
が
面
会
話
し
合
い
を
致

障
害
福
利
課
の
管
轄
で
は
な
い
か
､
そ

し
て
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
減

免
は
厚
生
省
が
決
め
る
皐
で
全
国
的
レ

ベ
ル
で
の
話
に
な
り
ま
す
｡
尚
こ
の
介

護
保
険
制
度
は
三
年
後
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
r
以
上
の
回
答
を
戴
き
ま
し
た
"

そ
の
後
､
七
月
二
一
人
日
に
障
害
福
祉

し
ま
し
た
o
来
年
四
月
1
日
よ

り
介
護
保
険
軌
庭
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
ー
こ
の
制
度
で
は
通
院

の
た
め
の
｢
移
送
.
 
■
が
人
口
ま
れ

て
い
な
い
事
が
判
三
し
い
ま

す
｡
私
達
透
析
患
者
は
介
護
保

険
で
要
介
護
透
析
患
者
の
｢
通

院
｣
を
札
幌
巾
で
単
狐
事
業
(
特

別
給
付
)
と
し
て
｢
移
送
｣
サ

ー
ビ
ス
に
取
り
軌
む
よ
う
希
望

相
談
し
､
又
低
所
得
者
に
対
す

る
減
免
措
置
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
'
硯
段
階
で
の
準
備

状
況
を
お
何
い
致
し
ま
し
た
｡

介
護
計
画
担
当
の
方
か
ら

は
､
札
幌
市
の
介
護
保
険
で
の

｢
移
送
｣
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

課
で
も
面
会
し
､
現
存
透
析
患

者
と
し
て
通
院
に
お
い
て
ヘ
ル

パ
ー
別
使
を
利
用
し
て
退
院
し

て
い
る
方
が
数
人
い
る
事
を
お

話
し
し
て
､
今
後
介
護
保
険
制

度
が
実
施
さ
れ
た
場
合
ど
の
よ

う
に
な
る
か
､
ま
た
新
た
な
施

策
が
あ
る
か
何
い
ま
し
た
L
l

瑞
花
の
引
画
を
実
施
中
で
新

た
な
施
策
は
な
-
､
介
護
保
険

制
度
と
の
兼
ね
合
い
が
ど
の
よ

う
に
な
る
か
今
の
所
わ
か
り
ま

せ
ん
､
が
透
析
患
者
に
つ
い
て

も
今
ま
で
ど
お
り
各
区
役
所

(
障
害
福
祉
課
)
に
通
院
ヘ
ル
パ

ー
の
申
請
を
し
て
戴
け
れ
ば
､

審
査
の
と
で
ヘ
ル
パ
ー
制
度
等

は
実
施
の
計
i
E
;
は
な
-
､
独
白

事
業
と
し
て
の
検
討
も
あ
-
ま
せ
ん
｡

現
在
実
施
し
て
い
る
介
護
蕎
齢
者
福

祉
)
事
業
を
こ
の
介
護
保
険
で
ど
こ
ま

で
適
用
で
き
る
か
が
当
面
の
検
討
課
題

と
な
っ
て
い
る
'
ま
た
貴
介
護
透
析
者

の
通
院
に
つ
い
て
は
､
身
体
障
害
者
の

認
定
名
な
の
で
高
齢
省
福
祉
で
は
な
く

の
対
象
と
な
り
ま
す
｡
こ
れ
ら

の
話
し
合
い
を
得
て
､
-
月
　
百
の
幹

事
会
で
皆
さ
ん
の
承
諾
を
戴
き
ま
し
た

の
で
ー
後
日
札
幌
市
に
要
介
護
透
析
患

者
の
通
院
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
致

し
ま
す
o
今
後
も
市
側
と
話
し
合
い
の

場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

(
報
告
　
柳
沼
事
務
局
長
l
J
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図8　拡散の原理
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図7　セロファン鹿の孔の大きさ
と物質の比較

血
液
透
析
と
は

前
章
ま
で
に
腎
臓
の
働
き
や
腎
不
全

に
つ
い
て
述
べ
て
来
ま
し
た
｡
腎
臓
が

病
気
に
侵
さ
れ
､
そ
の
機
能
が
侍
れ
し

た
状
態
が
腎
不
全
で
あ
り
ー
そ
の
た
め

に
体
液
の
恒
常
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
生
命
の
維
持
が
困
難
と
な
り

ま
す
｡人
工
的
に
体
液
の
恒
常
性
を
保
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
生
命
を
維
持
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
｡

そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
C

も
･
二
度
､
腎
不
全
時
の
体
液
は
､

L
=
常
時
と
比
べ
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
0
腎
臓

の
重
要
な
作
用
の
一
つ
は
老
廃
物
を
排

壮
す
る
こ
と
で
す
｡

腎
不
全
に
な
る
と
電
解
質
の
ハ
ラ
ン

ス
が
-
ず
れ
'
老
境
物
が
血
中
へ
蓄
積

し
ま
す
｡

血
液
透
析
と
は
血
液
中
に
蓄
積
し
た

こ
れ
ら
の
物
質
を
半
透
膜
の
作
用
を
利

用
し
て
血
中
よ
り
除
去
し
ょ
う
と
い
う

方
法
で
す
｡
す
な
わ
ち
半
透
膜
を
利
用

し
て
腎
臓
の
糸
球
体
の
役
目
を
さ
せ
よ

う
と
い
う
わ
け
で
す
し

半
透
膜
と
し
て
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
や
ク

プ
ロ
フ
ア
ン
膜
そ
の
他
を
用
い
て
い
ま

す
｡
セ
ロ
フ
7
ン
膜
は
電
子
顕
微
鏡
で

し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
小
さ
い
無

数
の
孔
が
あ
い
て
い
て
､
そ
の
孔
を
通

っ
て
物
質
が
出
入
り
し
ま
す
o
こ
の
孔

の
帝
径
は
二
〇
～
六
O
A
と
い
う
非
常

に
小
さ
い
も
の
で
す
か
ら
､
非
常
に
小

さ
い
物
質
し
か
セ
ロ
フ
ァ
ン
陳
を
自
由

に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
r
J

す
な
わ
ち
血
液
透
析
と
は
こ
の
半
透

膜
で
あ
る
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
で
で
き
た
ダ

イ
ア
ラ
イ
サ
ー
と
呼
ぶ
血
液
遠
退
装
置

を
用
い
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
を
介
し
て
､
血

液
中
か
ら
体
内
に
不
要
な
物
質
を
除
去

し
､
透
析
液
と
い
う
腎
不
全
に
と
っ
て

適
正
な
組
成
を
も
つ
溶
液
中
か
ら
､
体

内
に
不
足
し
て
い
る
物
質
を
体
内
へ
補

給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

腎
不
全
の
時
に
体
内
へ
蓄
積
す
る
電

郎
質
､
老
廃
物

や
水
分
は
こ
の

小
さ
い
セ
ロ
フ

ァ
ン
膜
の
孔
を

通
過
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
｡

し
か
し
血
球
'

山
奨
蛋
白
や
そ

れ
に
つ
い
て
い
る
多
く
の
重
要
な
物

質
､
お
よ
び
ホ
ル
モ
ン
な
ど
は
通
過
し

ま
せ
ん
｡
ま
た
細
菌
や
ビ
ー
ル
ス
は
セ

ロ
フ
ァ
ン
膜
の
孔
の
大
き
さ
に
比
較
す

れ
ば
非
常
に
大
き
い
の
で
通
過
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
｡
(
図
7
)

セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
の
こ
の
よ
う
な
件
質

は
私
達
の
R
的
と
す
る
腎
不
全
の
治
療

に
都
合
が
い
い
わ
け
で
す
っ

そ
れ
で
は
こ
の
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
を
利

鞘
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
1
<
翼
の
物
質

を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
J(
図
8
)
に
ホ
す
よ
う
に
セ
ロ
フ
ァ
ン

院
を
介
し
て
二
つ
の
溶
液
が
あ
る
と
し

ま
す
と
溶
質
は
濃
度
差
に
し
た
が
っ
て

高
濃
度
の
側
か
ら
低
濃
度
の
側
に
移
り

ま
す
へ
　
二
相
の
溶
質
の
濃
度
が
同
じ
に

な
る
ま
で
溶
質
は
移
動
し
っ
づ
け
ま
す
〔
〕

腎
小
全
の
場
合
に
は
尿
素
の
よ
う
に

ほ
と
ん
ど
除
去
し
て
も
い
い
も
の
､
カ

リ
ウ
ム
の
よ
う
に
1
部
除
よ
し
た
い
も

の
､
カ
ル
シ
ウ
ム
の
よ
う
に
血
中
へ
補

給
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
Cそ
の
た
め
に
適
切
に
調
整
さ
れ
た
透

析
液
を
川
い
ま
す
U
で
す
か
ら
血
液
透

析
で
は
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
を
境
に
し
て
一

●

方
に
血
液
､
他
方
に
透
析
液
を
流
し
､

血
液
と
透
析
液
と
の
間
で
物
質
の
交
換

を
行
わ
せ
ま
す
｡

こ
れ
だ
け
で
は
体
内
に
た
ま
っ
た
余

分
の
水
分
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
｡
そ
こ

で
透
析
液
側
に
陰
圧
を
か
け
た
-
､
血

液
側
に
陽
住
を
か
け
て
血
液
中
の
余
分

の
水
分
を
除
去
す
る
方
法
が
行
わ
れ
ま

す
∪
こ
の
力
法
を
限
外
液
過
と
い
い
ま
す
.

血
液
透
析
の
は
た
す
役
割
ー
原
理
を

さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
｡

川
　
人
⊥
腎
の
役
割

･
L
I
)
　
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

㊤
　
余
分
な
水
分
を
取
り
除
-

溝
　
血
液
中
の
E
t
D
.
を
一
定
に
保
つ

④
　
体
内
の
老
寵
物
を
取
り
除
-

以
上
が
人
`
⊥
腎
の
役
割
で
す
｡
で
は

こ
の
原
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
｡

小

J

 

L

.

[

　

坪

L
=
)
　
拡
　
散

血
液
透
析
の
原
理
の
一
つ
は
､
溶
質

の
拡
散
と
い
う
現
象
を
利
E
E
｡
し
て
い
ま

す
'
-
す
な
わ
ち
､
濃
既
の
異
な
る
二
つ

の
溶
液
を
半
透
膜
を
境
に
し
て
お
い
た

場
合
､
双
方
の
濃
度
が
同
じ
に
な
る
ま

で
､
濃
度
の
高
い
力
か
ら
低
い
方
へ
溶

質
が
移
動
し
っ
づ
け
る
と
い
う
現
象
を



山崎　浩一
(芸術の森泌尿器科)

利
用
し
た
も
の
で
す
o
　
(
図
9
)

溶
質
が
拡
散
す
る
速
度
は
､
二
つ
の

溶
液
の
濃
度
差
が
大
き
い
ほ
と
速
-
I

溶
質
の
大
き
さ
が
小
さ
い
も
の
ほ
ど
速

-
な
り
ま
す
｡
ま
た
半
透
膜
の
小
孔
の

大
き
さ
よ
-
大
き
い
物
質
は
､
干
通
帳

を
通
過
で
き
ず
拡
散
規
象
は
起
り
ま
せ
ん
｡

こ
の
性
質
を
利
用
し
血
液
透
析
で

は
､
血
液
中
に
過
剰
に
蓄
積
し
た
老
廃

物
や
電
刑
質
等
を
透
析
液
中
へ
移
動
さ

せ
ま
す
｡
ま
た
同
時
に
腎
小
全
の
た
め

に
体
内
に
不
足
し
て
い
る
物
質
を
透
析

液
中
よ
り
血
中
へ
必
要
量
だ
け
補
給
し

ま
す
｣透
析
液
が
細
菌
や
ビ
ー
ル
ス
に
汚
染

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
､
細
菌
や
ビ

ー
ル
ス
は
､
セ
ロ
フ
ァ
ン
帳
の
小
孔
に

比
べ
て
ー
非
常
に
人
き
い
た
め
ー
血
披

●

中
へ
移
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
-

し
か
し
細
菌
の
産
t
l
す
る
発
熱
物
質
で

あ
る
パ
イ
ロ
ゼ
ン
は
､
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜

を
通
過
で
き
る
た
め
､
体
内
に
入
り
､

そ
の
た
め
発
熱
す
る
こ
と
が
あ
-
ま

す
o
　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
'
透
析
液
の
取

り
扱
い
に
は
充
分
注
意
す
る
必
葛
が
あ

-
ま
す
｡

い
い
か
え
る
と
､
血
液
透
析
と
は
､

拡
散
に
よ
っ
て
物
質
交
換
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
｡

拡
散
効
果
を
よ
-
す
る
た
め
の
注
意

事
項
､
拡
散
効
果
の
低
卜
を
弘
ぐ
た
め

の
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
が
､
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
別
の
章
で
詳
し
-
説
明
し

ま
す
o拡
散
税
象
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
'
過
剰
の
溶
質
を
除
去
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
､
体
内
に
過
剰
に
貯
溜
し

て
い
る
水
分
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
o

水
分
の
除
去
は
､
港
透
圧
の
差
を
利

用
し
た
り
'
限
外
液
過
と
い
う
力
法
で

除
去
し
ま
す
‖

そ
れ
で
は
次
に
水
分
の
除
去
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
う
｣

食
　
港
透
庄

濃
度
の
異
な
っ
た
溶
液
を
半
透
膜
を

境
に
し
て
お
い
た
場
合
､
拡
散
別
象
と

は
反
対
に
'
水
は
濃
度
の
低
い
方
か
ら

高
い
方
へ
移
動
し
ま
す
｡
こ
の
水
分
を

引
き
つ
け
る
力
を
濠
透
圧
と
い
い
ま

す
r
y
T
　
二
の
性
質
を
利
用
し
て
､
透
析
液

の
港
透
圧
を
適
当
に
調
節
す
る
こ
と
に

ょ
-
､
血
液
中
よ
-
透
析
液
側
へ
水
分

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
C
(
図

10)

1

圧逮港臥

腹
膜
を
利
用
し
て
透
析
を
行
う
腹
膜

透
析
で
は
､
水
分
の
除
去
は
､
岳
港
透

圧
の
透
析
液
を
川
い
て
行
っ
て
い
ま

す
｡
し
か
し
血
液
透
析
で
は
､
あ
ま
り

高
い
港
透
L
+
の
透
析
液
を
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
-
､
港
透
圧
差
の
み
で

は
､
充
分
な
水
分
除
去
は
で
き
ま
せ

ん
r
　
そ
こ
で
限
外
滴
過
と
い
う
方
法
を

用
い
ま
う
｡

ま
た
湊
透
止
は
､
透
析
液
の
濃
度
と

比
例
し
ま
す
か
ら
､
藩
透
圧
を
測
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
透
析
液
の
濃
度
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
漆
透
仔
は
簡
単

に
穎
時
間
で
測
定
で
き
る
の
で
透
析
液

濃
度
の
異
常
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に

透
析
開
始
前
に
港
透
比
を
測
定
し
て
い

ま
す
^
J
(
参
考
文
献
｢
自
主
管
理
透
析
｣
㈱
栄
光

出
版
社
)

キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー
9
9

参
加
報
告
書

七
月
二
八
日
1
2
;
う
す
曇
り
の
中

札
幌
腎
友
会
を
代
表
し
て
､
う
え

と
医
院
の
一
行
(
会
員
三
名
と
看

護
婦
一
名
)
　
は
'
千
歳
へ
と
中
を

走
ら
せ
ま
し
た
｡
到
着
後
き
っ
そ

-
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を

受
け
取
-
配
布
し
ま
し
た
o
　
さ
す

が
に
お
祭
り
会
場
ら
し
-
賑
や
か

で
出
店
や
ビ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
､
人
の
波
が
続
き
､
意
思
奉
小

カ
ー
ド
は
二
時
間
余
り
で
殆
ど
配

り
終
え
て
し
ま
い
ま
し
た
o
参
加

し
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
尽
食
と
な

り
､
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
も
満
喫
し
充

実
し
た
一
日
で
し
た
｡

へ
報
告
　
柳
沼
)

｢
新

　

幹

　

事

　

紹
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<事務局活動経過報告>
半或11年
6月2ノ1口　結成25周年記念事業ノ尖れ委員会

(クインテス9名)
6月27Fl　春のレク1)エーション(栗LLJパラ

ダイスヒルズ57名)

7月1日　介護イ別封凱旋について質問のため
市役所訪日
事務局打合せ(クインテス6才.1

7月8日　25周年記念事業アンケート発送
｢ぜんじんきょ)) ｣ NQ174ヲjEi5-逮

7月18日　キリンフJステパルー99(5字l)

7月22H　第1回炊事遠足実行委員会(クイ
ンテス8名-他2回)

｢生きる仲間｣ Nrj49発送

8月5H　事務局打合せ(クインテス6名)
8月10口　25周年記念事業表革き著名弓等作成

(他8回)
8月29日　炊事遠足(滝野すずらん公園135名)
9月2日　25周年記念事業案内状発送

(他1[司)

事務局lT合せ(クインナス577)
9月9日　｢ぜんじんきょう｣ NQ175発送

｢生きる仲間】編集委員会(クイ
ンナス7fl)

9月16日　管キャンペーン実行委員会(クイ
ンテス10名-他2rFl)

9月21日　｢どうじん｣ NcL75蚤送

9月25E]　第2回幹事会打合せ(クインナス
13名)

10月3[∃　第2l口r幹事会(北区Jモセンター38

名)
1O月5 H　国会請願署名募金用紙発送
10月7ロ　25周年記念手業受付名簿作成

(他2回)
事務局打′合せ(クインナス6名)

10月16日　25周年fiLl念事業出席者名指　表彰

者名簿･表牽き状確認作業(他2 LdJ
10月19E]　第1Ld臓器移植推進全国大会(礼

幌コンサートホールキタラ)

腎ま墨快音拡大街旦良キャンペーン
(大通幽3 ｣-E]85名)

lO月28H　25周年記念事業境終才j合せ(//イ
ンテス16名)

10月31日　結成25周年記念式典並びに祝賀会

(ホテルKK tモ札幌116//{])

■l事務局だより■

⑳仝腎協の第29次LjiJ会請願署名募金運動と

I PCの国会請願署名募金運動にご協力

ありがとうございます｡全国で100万名､

全道で5万名､札幌では最低2万名の署

名を口標に頑張っています｡皆様の尚一

層の健闘をお願いします⊂, (1人当り20

名の署名を頑張ろう〝)

◎難病連からのおIF月飾りの販売あっせん

事業が始まります｡

⑳ご寄付頂戴致しました｡会指動に役立た

せて頂きます.｣ありがとうございまL

- I

orfl野幸雄先生(LLJ野医院)より

9,271円

〇四相席二様(個人会員)より

4, 000円

e故･木村康隆様(札幌セントラルクリ

ニック)ご遺族様より

C故･jj原弘一様(手稲渓｢会病院)ご

遺族様より　　　　　　　　50,000円

20

平
成
1
 
1
年
1
 
1
月
1
0
日
龍
行
へ
海
月
1
0
日
発
行
)
　
H
 
s
･
K
通
巻
3
3
2
号
　
　
印
刷
所
　
㈱
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所

E
 
E
]

E
)
　
国

人
-
次
｢
生
き
る
仲
間
｣
を
ご
覧
に

な
り
満
足
い
た
だ
け
る
内
容
で
し
た

で
し
ょ
う
か
o
読
者
の
皆
さ
ん
の
立

場
に
な
っ
て
努
力
し
た
つ
も
り
で
す

が
､
ご
畠
山
兄
が
あ
り
ま
し
た
ら
､
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
｡

今
年
も
残
り
少
な
-
な
-
､
ま
た

寒
い
北
風
が
吹
き
､
本
格
的
冬
の
到

来
と
な
り
ま
す
が
､
風
邪
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
｡

風
邪
対
策

:
r
c
j
　
手
洗
い
'
う
が
い
の
励
行
C

②
　
大
根
の
幸
い
部
分
や
長
ネ
ギ
を

細
か
く
刻
ん
だ
も
の
や
タ
マ
ゴ
の

n
身
な
ど
を
食
す
る
｡

③
　
体
を
暖
め
る
た
め
､
シ
ョ
ウ
ガ
､

梅
干
し
､
ニ
ン
ニ
ク
を
食
す
る
｡

④
　
服
装
と
温
度
差
に
拝
意
す
る
｡

･
g
L
n
J
　
1
分
な
睡
眠
と
栄
養
が
人
切
｡

万
一
､
風
邪
を
ひ
い
た
ら
ー
ビ
タ

ミ
ン
C
を
多
-
と
る
こ
と
｡
但
し
果

物
は
カ
リ
ウ
ム
に
注
息
o

そ
れ
で
も
駄
U
な
ら
医
者
に
世
話

に
な
り
こ
の
冬
を
束
り
切
り
た
い
も

の

で

す

n

　

　

　

　

　

　

　

(

衣

)

へ
購
読
料
は
会
費
に
含
む
)

頒
価
1
5
0
円


